
発
災

安全を確保する準備　　逃げられる・暮らせる空間づくり

人とのつながりを編む　　自助・共助ができるまちへ

仮設住宅に
住む

避難所に
住む

集落に戻る津波から
逃げる

救助を待つ

避難路にある障害物の除去
日常的に使える道づくり

日ごろから関わりがあれば
高齢者、小さな子供がいる
など互いの状況が分かり、
避難の補助ができる

数日間の滞在が可能な
避難所および備蓄の整備

避難所の維持には
集落の外の人も関わる

避難先がなじみのある場所になっていれば不安が和らぐ

病気の人や幼い子供がいるなど、
手助けが必要な人のことを周りが分かっている

協力し自分たちで
再建する力につながる

普段から集落間の行き来に加えそれぞれでの関係があれば、
「地元」の意識が広がり、集落間の移動がし易い

家串

御荘

愛南町の集落分類 5段階の復興プロセス

愛南を編む

沿岸型
津波被害　大
土砂災害　大
避難所　　無

内陸型 ― 平地系
津波被害　小
土砂災害　小
避難所　　有

　　　― 山間系
津波被害　小
土砂災害　大
避難所　　有

ちいさなつながりの編み 地元を広げる

津波災害の課題

愛南町の中心地 四国 40番札所

津波災害の課題

美しい景観 真珠の母貝養殖



発災前

復興 5段階

津波から
逃げる

救助を
待つ

避難所
に住む

仮設住宅
に住む

集落に
戻る

商店街が集落の人も観光客も
やってくる場所になる
「ちいさなつながり」を編む

他の集落や御荘から
人がやってくる
「ちいさなつながり」を編む

高校生がお年寄りを
助けるなど、
「ちいさなつながり」
で助け合う

他の集落の住民の
避難所となる
「ちいさなつながり」があり、
知り合いも多いため
疎外感がない

普段から集落間の行き来が
あるので、
「地元」の意識が広がり、
一度御荘に住んでも
集落間の移動がし易い

多くの住民は
御荘の避難所に
移動

ハタミチを通って
避難拠点 (siteA,B) へ
逃げる

各拠点で救助が来るまでの
時間を過ごす

復興の拠点として
作業中の居場所に

御荘

提案：避難の「拠り所」として大きな地縁を育む提案：段畑を横につないだ「ハタミチ」を避難道とする

家串

観自在寺
商店街

仮設住宅建設候補地

仮設住宅建設候補地

観自在寺
商店街

中州

観自在寺
商店街

中州

駐車場店舗移動先

仮設商店街

御荘
S＝1:500,000

御荘
S＝1:500,000

御荘
S＝1:500,000

広場
ゲストハウス

既存店舗で
分割出店

広がる
「いすだな」

①仮設住居候補地の設定

④平城商店街で住民×住民・観光客×住民 の関係を編む

②中州の住宅の漸進的移動

③被災後の店舗の立地

避難・日常
で生きる
家串の魅力

避難・日常
で生きる
御荘の魅力

「避難」と「小さなつながり」のモデルケース　家串と御荘

共同菜園

通路・避難道

共同菜園

露天風呂

脱衣所／トイレ

宿泊

宿泊

炊事場

食堂

道路と道路を接続

□ siteA: ハタミチキャンプ □ siteB: ハタミチ出張所

発
災
前

発
災
後

ハタミチ
利用イメージ

移動販売車やキッチンカーを

目当てに、人々でにぎわう

キャンプ体験を通して、テントの建て方や、

自炊の方法を学んでおけば、被災時にも

人々の手だけで対応が可能となる

①避難道として「ハタミチ」を整備する

②避難時の拠点となるポイントを整備する

ハタミチ
鳥瞰図


